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豊田市の概要
・人口 421,280人、世帯数 183,167世帯
・愛知県の中央に位置し、面積は愛知県全体の18％
・製造品出荷額は、全国１位「クルマのまち」
・ラグビーワールドカップ2019開催都市

（令和3年4月現在）
下水道事業の概要
・処理区域面積 5,265ha、 普及率 74.7％
・排除処理 分流式 (令和２年4月現在） 香嵐渓の紅葉(足助地区)

１.豊田市の概要と下水道事業の概要

名古屋市 豊田市
下水道施設
・管渠延長（汚水） 1,526km
・管渠延長（雨水） 65km
・マンホール（汚水・雨水） 48,200基
・マンホールポンプ 245箇所
・汚水処理場 ２施設
・汚水中継ポンプ場 ６施設
・雨水ポンプ場 ３施設
・農業集落排水施設 ４施設
・コミュニティ・プラント等 ３施設

（令和２年3月末） 3
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雨水管渠

汚水管渠

梅坪ポンプ場
が完成

中部ポンプ場
が完成

緊急処理対策
事業に着手

矢作川流域関連
が供用開始

境川流域関連
が供用開始

２.豊田市の下水道の現状
豊田市の管渠布設延長の変遷

整備から30年を経過すると管路破損の危険度が高くなる

整備後３０年以上経過
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・管渠延長（汚水） 1,526km
・管渠延長（雨水） 65km

・今後、毎年40㎞以上(最大75㎞)のペースで増加
・令和３年度末時点 約365㎞
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【事業期間】
H30.6.8 R3.3.31 (2年10ヶ月)

【契約金額】
350,849,244円（税込み）

（1.17億円/年）

【主な業務内容】
・点検調査業務 L=222km
・計画策定業務
・清掃業務
・住民対応、事故対応業務
・閉塞予防調査業務
・草刈り業務

【受託業者】
豊田下水道管理サービス合同会社
・株式会社ＮＪＳ 共同企業体

３.豊田市の管路包括
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第１期管路包括 第２期管路包括

【事業期間】
R3.4.1 R8.3.31 (5ヵ年)

【契約金額】
1,275,723,900円（税込み）

（2.55億円/年）

【主な業務内容】
・点検調査業務 L=343km
・計画策定業務
・清掃業務
・住民対応、事故対応業務
・閉塞予防調査業務
・草刈り業務
・修繕業務
・巡回点検業務

【受託業者】
豊田下水道管理サービス合同会社
・株式会社ＮＪＳ 共同企業体
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３.豊田市の管路包括
受託業者
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ＴＧＫ・ＮＪＳ 共同企業体

豊田下水道管理サービス合同会社（ＴＧＫ）

※

第
２
期
か
ら
追
加

株式会社 ＮＪＳ

計画策定業務計画策定業務以外の業務
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４.管路包括におけるDXの活用
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豊田市が使用している台帳ツール
下水道台帳管理
システム（GIS）

管路施設維持管理情報
システム(Sky Scraper) 設備台帳システム

用途 管路施設台帳 管路施設の
維持管理情報DB

処理場・ポンプ場の
維持管理情報DB

運用開始
年度 平成10年 平成30年 令和元年

構成 オンプレミス クラウド クラウド

システム
ベンダー ㈱パスコ ㈱NJS

※管路包括委託受託者 メタウォーター㈱



４.管路包括におけるDXの活用
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下水道台帳管理システム（ＧＩＳ）

管種、管径、勾配、
スパン延長、
施工年度、管底高など



４.管路包括におけるDXの活用
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維持管理情報システム

検索エリア 地図エリア 業務メニューエリア

地図（ＧＩＳ）を活用した施設属性、維持管理情報の一元管理・共有化



４.管路包括におけるDXの活用
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維持管理情報システム 管路施設情報

管路ごとに情報が表示



４.管路包括におけるDXの活用
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維持管理情報システム
点検調査①

基本情報



４.管路包括におけるDXの活用
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維持管理情報システム 点検調査②

点検情報



４.管路包括におけるDXの活用
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維持管理情報システム 点検調査③

危険度判定



４.管路包括におけるDXの活用
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住 対応・事故対応情報維持管理情報システム



４.管路包括におけるDXの活用
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緊急度表 維持管理情報システム
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４.管路包括におけるDXの活用
豊田市型マネジメントサイクル

図面等の提出(紙媒体)

台帳更新(電子化)
※年１回更新

閲

覧

下水道台帳管理システム

データ貸与
※年１回

情
報
の
入
力

情
報
の
分
析
・
活
用

閲

覧

連携

改築計画に基づく
設計・工事

維持管理情報システム

(管路包括受託業者)



４.管路包括におけるDXの活用
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下水道台帳管理システム導入による主な効果
導入前

（紙台帳）
導入後

（電子台帳）

台帳出力 ・場所の特定に時間を要す
（10分/件）

・住所検索による場所の特定が容易
（1分/件）

台帳保管 ・保管スペースが必要（年々増加）
・経年劣化や加筆・修正による損傷

・PCスペースのみ
・劣化や損傷はしない

費用 ・維持管理費（25,000千円程/年） ・初期費用（150,000千円程）
・維持管理費（30,000千円程/年）

その他 ・情報の多元化
・現況との相違

・情報の一元化
・現況の変化に対応可
・データの活用（CADなど）



４.管路包括におけるDXの活用
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点検調査における効果的な技術

展開広角カメラ調査による管内調査



４.管路包括におけるDXの活用
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点検調査における効果的な技術
高解像度カメラの活用



ご清聴ありがとうございました。

プレート式マンホールプレート式マンホールプレート式マンホール


